
�������

省エネルギー推進のための⼿引き

〜省エネのすすめ⽅・つづけ⽅〜

平成31年３月
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部
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⽯油やガスなどの化⽯燃料に依存して��
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温室効果ガス排出量削減の国際的な枠組みで
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0123JKL<=>M年?⽉策定）」において、温室効果ガス排出量の約NO�PQ!

エネルギー起源の⼆酸化炭素排出量削減の中⻑期的な目標が掲げられています。
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<=Y=アジェンダの実施に取り組むための国家戦略として、政府の
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先課題の取組の⼀つとして省エネルギーの推進が掲げられています。

そのような状況のなか、近年、学校施設では、エアコン設置による学習環境の改

wxyAz機器の導⼊による⾼機能化、平⽇の夜間や休⽇等に⾏われる学校教育以外の

地域開放（多目的利⽤等）が進⾏するなどの影響から、エネルギーが増加傾向にあ

り、学校等においても更なる省エネルギーに取り組むことが求められています。
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切な学習環境を確保した上で、⽇常⽣活のエネルギーの無駄を省くこと;$%�&
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本書は、学校等における省エネルギー推進のための�#������Q,���
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⽇常の中で負担なく省エネルギーの取組;⾏
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{|}�4�!省エネルギーが更に推進していくことを期待します�

平成３１年３⽉

学校等における省エネルギー対策に関する検討会
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��� 学校等に求められる省エネルギー ����� �

（１）省エネルギーとは

（２）省エネ法に基づき求められる取組

（３）学校等における省エネルギー

（４）学校施設の⾼機能化・多機能化と省エネルギー

��� 学校等における省エネルギー推進 ����� �

（１）省エネルギー推進のためのエネルギー管理
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①エネルギー使⽤量（原油換算）
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（５）エネルギー管理マニュアルの作成と運⽤

①エネルギー管理マニュアル

②エネルギー管理マニュアルの作成と運⽤のフロー

��� 省エネルギーの取組状況の評価 �������

L°i�����±²³´µ

L i�¶V1~·¶V1�2¸m,�����±²³´µ�¹�º»

��� 省エネルギーの取組事例 ������	

参考資料

○省エネ法（⼯場等に係る措置等）の概要
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○エネルギー管理マニュアル（作成例）
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エネルギーの使⽤の合理化等に関する法律����省エネ法���	
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業を⾏う者は
省エネルギーに努めることとされています�学校等においても例外ではなく
省エ
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省エネルギーに取り組むことが必要���
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学校等のエネルギー管理を⾏う責任者であり
省エネ法の判断基準
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年間エネルギー使⽤量
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345678�9 :;<=に基づいたエネルギー管理�>?�管理標準
��
の設定、省エネ措置の実施等
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エネルギー管理責任者
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現場実務を管理する者

エネルギー管理統括者

エネルギー管理企画推進者

現場実務を管理する者

JKD78

LM
�

エネルギー管理統括者N

エネルギー管理企画推進者�BOCP

!QRSLN中⻑期計画書

（毎年７⽉末までに、経済産業⼤⾂

TUVWXY
���

"JK


�������	
��

省エネルギーとは
エネルギーの使⽤の合理化のことを⾔います�エネルギーの使⽤の合理化を
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適切な学習環境や作業環境を維持
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徹底した省エネルギーは重要な課
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省エネルギーの重要性が⼀層⾼まっています�

図表１︓省エネ法の主な義務

� 教育委員会が管理する学校その他の施設全体の年間エネルギー使⽤量������	
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�� �エネルギー管理マニュアル��$%&'省エネ法では�管理標準�%()*+"#
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Z 詳細は、参考資料「省エネ法[\]^"_I`A^a�bcd [efg&aFhgijklmn

�� =>?@%�'省エネ法第５条第１項の規定により'�⼯場等におけるエネルギーの使⽤の合理化に関する事業者の判断の基準��経済産業省告⽰	%A*B� !"C*����

�,-./04	が省エネルギー対策を適切かつ有効に実施するための基準

�D EFGHIJK�LM%�'適切に省エネルギーの取組を評価するための指標であり'年間のエネルギー使⽤量をエネルギー使⽤量と密接な関係をもつ値で除した値
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近年の学校施設では
tu�jvFwxyz
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エネルギー使⽤量は増加する傾向にあ
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適切な学習環境を維持しながら
無理のない範囲で省エネルギーに取り組む
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省エネルギーの取組は、エネルギーコストの低減による経費削減に直接寄与することから、運営

コストの効率化を図ることができます。

学校等の省エネルギーの取組は、エネルギーコストの低減のみならず公的機関として地域の環境活

�BF��#Gs9��9�
学校等において省エネルギーを率先して取り組むことは、児童・⽣

徒・教職員等の省エネルギー意識の醸成につながることからも重要���

図表２︓⾼機能化・多機能化によるエネルギー変化と省エネルギー（イメージ）
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省エネルギー

�	
��

省エネルギー対策

を⾏った学校
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図表３︓教育委員会によるエネルギー管理の流れ

	
��
$%�&�'(

)*+,�-.

	
��
��������

/01

2345678

�������	


���
��	


組織的な省エネルギーの取組を推進するためには、教育委員会と学校等及び⾸⻑部局が連携・協

⼒して取り組むことが重要���

教育委員会は、省エネルギー推進体制を構築し、学校等のエネルギー使⽤実態の把握を⾏った上

で、省エネルギーの取組⽅針を策定することが必要���GL
 ¡�¢Fc£�¤�Z�	
]

⽅公共団体の地球温暖化対策を担当する⾸⻑部局の環境担当部署と連携・協⼒することも有効です。

継続的な省エネルギーの取組を推進するためには、�� !"2¥�#Gs
��BF��


ギー管理マニュアルを作成し、マニュアルに基づく省エネルギーの取組状況を定期的に確認し、不

⼗分な場合は学校等に対して指導・助⾔を⾏うことが必要です。また、エネルギー管理マニュアル

が学校等の実態に合わない場合は、必要に応じて⾒直すことも重要です。

⼀⽅、組織的・継続的な省エネルギーの推進には、常に省エネルギーの取組状況を把握すること

が重要であり、エネルギー使⽤実態やエネルギー管理状況等を記録することが必要���
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省エネルギー推進体制は、教育委員会を中⼼に構築することが必要です。�� !"	
���

ルギー管理責任者」を配置して学校等のエネルギー使⽤実態や省エネルギーの取組状況を把握し、

学校等に対して指導・助⾔を⾏い、学校等と連携・協⼒した省エネルギーを推進することが重要�

��

学校等は、「現場実務を管理する者」を配置して、必要に応じて「実務責任者」を配置するなど

施設全体の省エネルギー対策を実施する重要があります。

⼀⽅、省エネルギーと地球温暖化対策は密接な関係にあり、]�����F]^_`abc��

当する⾸⻑部局の環境担当部署と連携・協⼒して省エネルギーに取り組むこと$�k���

省エネルギー
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⾸⻑部局
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������	実⾏計画�	��� !"#$%#&'()啓発を⾏う�


 !"�*+������全体の省エネルギー������
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学校等のエネルギー管理
責任者として管理体制
,-を⾏う�


./01234�5�6789:;�<
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'()啓発を⾏う�


エネルギー管理マニュアルを学校等と協⼒して作成し� !"&?@���


学校等の省エネルギー取組状況を把握し� !"A��BCD)助⾔を⾏う�

%&'


現場実務を管理するEFGH�� !"
省エネルギー������


現場実務を管理する者はエネルギー管理マニュアルを教職員に周知)啓発を⾏う�


教職員はエネルギー管理マニュアルに基づいたエネルギー管理を⾏う�


現場実務を管理する者は省エネルギー取組状況を確認し�IJKLM&NO���

図表４︓省エネルギー推進体制イメージ

⾸⻑部局
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エネルギー管理責任者
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図表５︓省エネルギー実践者の役割（例）

省エネルギーの取組を効果的に実現するためには
�� !"
学校等及び⾸⻑部局がそれぞ

れF����������>協⼒すること2PQ���

]学校等に「現場実務を管理する者」の配置が必要

^_`AabBc�dWXEe�?f��g

] 教育委員会が特定事業者に指定された場合は、「エネルギー管理責任者」は「エネルギー管理統

括者」、「責任者を補佐する者」は「エネルギー管理企画推進者」となります。



�エネルギー使⽤量（原油換算）

省エネルギーに取り組むには、まずエネルギーの使⽤実態を把握することが基本です。

��
��使⽤量及びエネルギーを使⽤する施設設備や��~�BFyz¶·�¸��­®�0

1#2�Q���

エネルギー使⽤量は、電気料⾦等の請求書を活⽤することにより­®�¯9��

エネルギー使⽤量の把握には、¹º
Pº
»¼mn
½«¾¿mn�ÀÁÂ）、電気等の種類の異

なるエネルギーの計量単位を統⼀し、エネルギー使⽤量を⼀括管理�0�Q2Ãs9��

省エネ法では、エネルギー使⽤量を原油換算（ÄÀ���sÅ�1##.8��9��

��������2345 67

原油換算エネルギー使⽤量（��������

原油換算エネルギー使⽤量は、次の⼿順で算出します。

１）１年度間のエネルギー種類ごとのエネルギー使⽤量に熱量換算係数を乗じて熱量「()

*�+,-��./0�1

２）換算した熱量を燃料・電気ごとに⼩計（①･②）を求め、その和を全体の熱量として集

計（合計熱量③）

３）合計熱量③を原油換算係数（232456）を乗じて、事業者全体のエネルギー使⽤量

*78�19:.;<1=

Z 実際にエネルギー使⽤量の算定をする際は、以下、経済産業省資源エネルギー庁のopFhgijklmn
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] 都市ガスの換算係数はガス会社により異なるため、ガス会社への確認が必要です。

�� エネルギー使⽤量 熱量換算係数 熱量 GJ
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合計熱量 GJ（③=①+②） �	1�1��

8�9:;;��#<=>?8�9:@A	�	B��% B����

CDEFG*HI

原油換算エネルギー使⽤量（kL）簡易計算表（抜粋）

以下に、原油換算エネルギー使⽤量（ÄÀ�FÕÖ���Å�9��
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省エネルギーの取組⽅針は、効果的に学校等の省エネルギーを推進するため、��BF��


ギー使⽤実態を踏まえ、明確な目標を⽴てる必要2Ãs9�� ¡�¢�	ÆÇ34
 ¡ÈÉ
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また、地⽅公共団体の取組⽅針（地球温暖化対策実⾏計画等）に、教育委員会（学校等を含む）
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エネルギーを使⽤し事業を⾏う事業者が、エネルギーの使⽤の合理化を適切かつ有効に実施するために必要

な判断の基準となるべき事項として、経済産業省告⽰で定められたものです。
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456��78�9: 4;6学校等に対する取組⽅針の周知、省エネ教育の実施

4<6管理体制の整備 4=6��78�>?@ABCDEFGEHIJK

4L6MN�#�OP# 4Q6取組⽅針の遵守状況を精査・⾒直し

4R6省エネに必要な資⾦・⼈材の確保 4S6⽂書管理による状況把握

�������	（省エネ法第５条関係）


省エネ法判断基準��
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図表６︓学校のエネルギーフロー図（例）

Z 詳細は、参考資料「⼯場等におけるエネルギーの使⽤の合理化に関する事業者の判断の基準（抄）」 [efg�aFhgijklmn
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>?@A 主なエネルギー使⽤設備等（例）

 B エアコン、換気設備（全熱交換器）、照明、電⼦⿊板、プロジェクター、ＦＦ暖房機

 C#B �DEFG��HI*JKL�M.G��GNOEFGPQFR�

S!T �DEFG��HI*��U.G��

VWB エアコン、換気設備（換気扇）、照明、厨房機器（業務⽤冷蔵庫、業務⽤冷凍庫）

& X YZ[F\��

図表７︓学校の主なエネルギー使⽤設備（例）

��HI

^hij�kg

NOEF

PQFR�

���

��

電⼦⿊板

P],^R�

__��`

�エネルギー管理マニュアル�は、効率的なエネルギー管理を継続的に実施するため、事業者2

⾃ら設定するものです。省エネ法では�管理標準�#ì�9��

教育委員会は、学校等の実態を把握してエネルギー管理マニュアルを作成することが必要�Ãs


学校等は、マニュアルに基づいた管理・運⽤を徹底する必要があります。また、エネルギー管理マ

ニュアルを、学校等の教職員が変わった場合においても、これまでの省エネルギーの取組や経験が

途切れることなく継承していくために活⽤すること2PQ���

近年、学校§yF�~�a>�~�a2:í
��
������0y¦2îï���0�;


学習環境や使い⽅の変化に対応したエネルギー管理マニュアルの作成と運⽤がますます重要�Ãs


常に学校の実態を把握し、最適な設定に更新しておくことが必要です。

図表８︓教室・職員室にあるエネルギー使⽤設備等（イメージ）
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①エネルギー管理マニュアル

エネルギー管理マニュアルには
��BF��
������0§yy¦���~�BF×�Ø

間や消灯ルール等の効率的なエネルギー使⽤のためのルールを設定する必要があります�

エネルギー管理マニュアルの作成においては
��BF§yy¦���~�B�Ù��
省エネ

�FÚÛ�ÜFy¦Ýq
管理項目��管理��Þß>àá��âã>äå�B��æ£.8��

0ç�Ü���¯�Q�è�y£�0�Q2Ãs9��

GL
ÚÛ�Ü�	
ひとつの管理項目に複数設定すべき必要事項が含まれる場合があるため


ÚÛ�ÜFÐÑ��H�é��êë�01#2PQ���

�DEFaGbcde�HIfg�hijk	�
lHIG��HI0mnopq/0rstunv

�DEF�h管理/に関してエネルギー管理マニュアルに設定すべき事項はhw	�
lHIG

換気設備の管理/�hD/xyhz/0{|y}~�unv

��aG	�
lHI�d���pq<{|�hD/0��unv

判断基準でエネルギー管理マニュアルに設定が求められている事項を抽出t~G������

理マニュアルを作成しますvその他の設備や管理項目についても同様ですv

lm空気調和の管理は�n�op���qr�s�
��

��ブラインドの管理等による負荷の軽減
��
=>q

r
34tu"Aab9v-
wxyz�室内温度���{|�湿度�外気の有効利⽤等
��
A}~B

の管理標準を設定して⾏うこと�

���冷暖房温度については�政府の推奨する設定温度を勘案
��
した管理標準とすること�

���	
��
��������� �����

�� n�op���qr�v� � ��I�=>��I�

��
ブラインドの管理等による負荷
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�� wxyz � wxyzF��yz�� ︓¡¡〜¢£︓¡¡¤���

��

¥�

室内温度 �

��F��¦§¨�©�ª«¨¬¤��­®A���

（ただし、健康に影響を及ぼす場合は、適宜温度を変更

���g

�� 換気回数、湿度、外気利⽤ � ¯°±� !�F²³��~9´v���~�

判断基準に基づくエネルギー管理マニュアルの設定⼿順（例）

Z エネルギー管理マニュアルの作成例は、参考資料「エネルギー管理マニュアル[作成例ad [efg��aFhgijklmn

�������� 

!�エネルギー管理マニュアルの作成

Z 詳細は、参考資料「⼯場等におけるエネルギーの使⽤の合理化に関する事業者の判断の基準（抄）」 [efg�aF

hgijklmn

���
エネルギー管理マニュアルを作成する際の⼿順のうち
�ðñ¿F�管理�Fè3F

⼀部について例を⽰します�
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エネルギー管理マニュアルの作成と運⽤にあたっては
���管理を⾏う��BF���ÔZ�

y£#�
学校等の施設設備や教育機器等の管理>×�F¶·����
より最適なものに⾒直し

��H1#2PQ����F�;�$
�� !"	
��B#���¬sG27êë�
18�

活⽤した管理フローを構築することが必要���

���
エネルギー管理マニュアルの作成から運⽤までの管理フローの例を⽰します�

②エネルギー管理マニュアルの作成と運⽤のフロー
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�����! エネルギー管理マニュアルの周知と管理・運⽤

�� !"	
��yz���0y¦#p	


省エネ活動の責任者などを記載するx
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エネルギー管理マニュアルと学校等が管理しや
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届いたエネルギー管理マニュアル及
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ûl��� !"�÷ø�0�

実務管理者
�
	
エネルギー管理マニュアル�

�A!����
それに基づいた管理・運⽤を

⾏うよう指⽰する。

�A!	
エネルギー管理マニュアル����

�管理�������	


教育委員会は、学校等の確認完了�
�ë��

エネルギー管理マニュアル#òóôõö�©�
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実務管理者
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]現場実務を管理する者（若しくは実務責任者）
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�������

������ 学校等における管理・運⽤の状況確認

�A!B	
エネルギー管理マニュアルに

基づく管理・運⽤の¶·�Ù��
òóô

õö�©�取組状況や⾒直すべき設備と運

�
�
GV��é�
実務管理者に報告
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��BF管理・運⽤状況を�é�

0�

実務管理者	
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実施状況が不⼗分な場合においては、その

 ¡�Ù��ù�>úìを⾏う。

9�
 エネルギー管理マニュアルに設定

した項目が、学校等の実態に合わず省エネ
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G設定に⾒直しをする�

�����" ��#�$%&'(�エネルギー管理マニュアルの⾒直し

�����) エネルギー管理マニュアルに基づく取組状況の*+

!"#

実務管理者
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* C#'.
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エネルギー管理マニュアルの⾒直しの重要性

エネルギー管理マニュアルを現場の実態と異なる部分をそのままにしておくと、運⽤ルールがあい

まいになり、省エネの停滞につながります。

�F�;
エネルギー管理マニュアルは、運⽤しながら⾒直し、学校現場に適したものにしていく

1#2PQ���
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運⽤の留意点

⾒直し

実務管理者
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エネルギー使⽤量

エネルギー使⽤量と密接な関係をもつ値

��
��%&'() �

] 省エネ法では、「エネルギー使⽤量」は実際の年間エネルギー使⽤量とし、cエネルギー使⽤量とÄ

Å�#$�Æ}ÇeF./01234¤#$È
Ã~`É�Ê�EË�ºv���Ì¤¤ÍÎB~7��

省エネルギーを推進するためには、省エネルギーの取組状況を適切に評価をすることが重要です。

省エネルギーの取組状況は、建物規模や稼働時間などの変化によって影響を受けるエネルギー使⽤

量の⽐較では、適切に評価できません。

省エネ法では、「エネルギー使⽤量」を「エネルギー使⽤量と密接な関係をもつ値」（以下、「密

接な関係をもつ値」）で除した「エネルギー消費原単位」（単位当たりのエネルギー使⽤量）���

て、中⻑期的な推移により評価することとしています。

省エネ法では、��
��%&'()�中⻑期的にí�年平均１％以上低減�01#234�56

78��9��教育委員会は、⾃らの省エネルギーの取組を評価するために、エネルギー消費原単位

を中⻑期的に記録し、⽐較することが必要です。

省エネ法において、特定事業者に指定されている教育委員会は、毎年度提出する定期報告書の「５

年度間平均原単位変化」によって、省エネルギーの取組状況が評価されます。

��
��%&'()�中⻑期的に年平均１％以上低減できなかった場合は、省エネルギーの取組

が停滞していると評価されます。そのため、教育委員会は省エネ法の努⼒目標の達成に向けて、エネ

ルギー消費原単位の変化と、その要因を分析し、省エネルギーの取組改善に努めることが重要です。

"#$%&'()*+

ØÙ年度 Ø£年度 Ø 年度 ØÚ年度 Û¡年度
５年度間平均

ÕÖ×Ü�

./012ÓÔÕÖ× ¡Ý¡Û Þ¡ ¡Ý¡ÛÙ¢Ú ¡Ý¡ÛÞÚ¢ ¡Ý¡ÛÛÙ£ ¡Ý¡ÛÛ¢ 

対前年度⽐（％） ÚßÝ¡ ÚÚÝØ ÚÛÝ  Ú ÝÞ ÚÙÝÛ

過去５年度間のエネルギー消費原単位の推移（例）

] ５年度間平均原単位変化は、直近過去５年度間のエネルギー消費原単位の対前年度⽐をそれぞれ乗じ

9Ç
àáâ�ãä�7��

上表の場合、５年度間平均原単位変化 Â åÚßÝ¡æÚÚÝØæÚÛÝ æÚ ÝÞ�

��
ÂÚÙÝÛåç�¬¤�è7��

省エネ法の目標を達成しており、省エネの取組が優良と評価

4例6 5]^]]]_�"`�
;^]]]_ab'5]⽉から利⽤した場合は、増加した校舎（;^]]]_U�
cde'd

利⽤されないため、エネルギーも６か⽉分となる。

f�gh�ijkl�
5]^]]]_m4;^]]]_ncdeo5<de6p5<^;]]_ $'Vqr's01

年度途中から校舎を利⽤した場合は、その校舎の利⽤期間を考慮する必要があります。

,「密接な関係をもつ値」に延床⾯積を設定した場合の留意事項-
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⾼機能化によるエネルギー使⽤量増加

多機能化によるエネルギー使⽤量増加
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エネルギー使⽤量
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エネルギー使⽤量（増加 g
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�延床⾯積に設定することは、学校等の学習環境や使い⽅に変化がない場合は、省エネルギーの取組

¶·F'(��k���
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"#$%��a2GH
wxyzB��0�~�a�]���B��0�~�a��s��

ルギー使⽤量2îïした場合、省エネルギーの取組を進めていても��
��%&'()2îï��

しまい、省エネルギーの取組が適切�'(.89/U�

�~�a>�~�a�!0*+

�~�a>�~�a�de

エネルギー使⽤量
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従来のエネルギー使⽤量 ,

"#$% ,

このため、省エネルギーの取組を適切に評価するためには、�~�a>�~�a�:;��0ÈÉ

�-s
.£ÍG/z#��
187F*+�01����
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その⼀例として、「密接な関係をもつ値」として従来の延床⾯積に⾼機能化・多機能化に係る影響

�ïÕ�0��221789��

⾼機能化・多機能化に対応したエネルギー消費原単位（例）
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�省エネルギーの取組を⾏っても「エネルギー消費
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次⾴に、具体的な⾼機能化・多機能化に対応した「エネルギー消費原単位」の設定例を⽰します。
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空調設置に対応したエネルギー消費原単位（例）

空調設置に対応したエネルギー消費原単位（例）の留意点

O!"#$	IJK+�����DEFGH �;P

�45�

空調エネルギー（空調及び換気設備（全熱交換器等））の概算⽅法（例）

�������B�������+�

場合は、毎⽉のエネルギー使⽤量から、

����B��V�+�;e+����

ルギー使⽤量をベースに、これより上

回った分のエネルギー使⽤量を合計して

年間の空調エネルギーの概算値として算

r's01

・本例は、空調設置に伴い急激にエネルギー使⽤量が増加する期間における暫定的な措置でÃ

るため、空調設置が完了し、⼀定期間経過した後、「密接な関係をもつ値」を延床⾯積等に

6�1#27989��そのため、エネルギー管理責任者は、"#$%B�6�1#�àá

�
89���H1#2�Q���

・本例を使⽤している間は、空調のエネルギーを別途把握し、空調の省エネルギーの取組状況

を確認するとともに、空調の省エネルギーを進めることが必要です。

・エネルギー使⽤量が空調設置に伴い増加するため、「密接な関係をもつ値」は、延床⾯積にwxy

z�!0*+�ïÕ�9��

空調設置に対応したエネルギー消費原単位（例）
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エネルギー使⽤量
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空調設置後の総エネルギー使⽤量
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︓空調エネルギー（概算）
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年間エネルギー使⽤量^éêg
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延床⾯積＋利⽤⾯積j�
年間地域開放時間j

年間授業時間

＋利⽤⾯積4�
年間地域開放時間4

年間授業時間

地域開放に対応したエネルギー消費原単位（例）

�����

��7��

エネルギー使⽤量

�32�

Et⽇の授業を７時間、１か⽉の授業⽇数を２０⽇、春・夏・冬の⻑期休みを計<de$'(gh

の「年間授業時間」は、「７ｈou n <]u n 5]ve p 5R]]wx$+�s01

E 年度途中から利⽤した場合は、利⽤期間を考慮する必要があります。

5]⽉から利⽤した場合の「年間授業時間」は、「年間授業時間45R]]w6n4cdeo5<de6p

Q]]wx$+�s01

地域開放に係る影響の算定における「年間授業時間」の概算⽅法（例）

⽤途の異なる複数の場所（体育館と教室など）を地域開放する場合は、それぞれの利⽤⾯積及

yz{|}~�B��0�./-��s01f�gh��g��$�qr'
�q's01

�45�

・エネルギー使⽤量が地域開放に伴い増加するため、「密接な関係をもつ値」は、延床⾯積に]��

��!0*+�ïÕ�9��

地域開放に対応したエネルギー消費原単位（例）の留意点

・本例は、地域開放に伴い急激にエネルギー使⽤量が増加する期間における暫定的な措置でÃ

るため、地域開放の活動に⼤きな変化が⾒られなくなった場合、⼀定期間経過した後、「密

�G !�$ÙÇ��"#$%B�6�1#27989��そのため、エネルギー管理責任

�	
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地域開放に対応したエネルギー消費原単位（例）

>]����!0*+は、地域開放に利⽤する部屋の⾯積（以下、利⽤⾯積）に年間地域開放時間と

年間授業時間の⽐を乗じて算出します。
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地域開放実施後のエネルギー使⽤量
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年間地域開放時間

年間授業時間

� "#$% @A利⽤⾯積 =

"#$% , 利⽤⾯積 =
年間地域開放時間

年間授業時間

エネルギー使⽤量
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診断結果説明会（教育委員会、校⻑、教頭、現場担当者等が参加）
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省エネ診断を活⽤した省エネルギーの推進 
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Ⅰ−１．建物の概要

Ⅰ−２．エネルギー供給契約の概要

Ⅰ−３．エネルギーを消費する設備の概要

Ⅰ−４．エネルギーの使い⽅
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Ⅱ−１．エネルギー管理マニュアルの目的

Ⅱ−２．エネルギー管理マニュアルの適⽤範囲
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Ⅳ−１．エネルギー管理マニュアルの作成及び運⽤

Ⅳ−２．エネルギー管理マニュアルの⾒直し
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Ⅶ−１．エネルギー使⽤量の把握

Ⅶ−２．エネルギー消費原単位の把握
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Ⅰ−１．建物の概要
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Ⅰ−２．エネルギー供給契約の概要
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Ⅰ−３．エネルギーを消費する設備の概要
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Ⅰ−４．エネルギーの使い⽅

<エネルギー使⽤量の概算とその割合〉
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Ⅱ−１．エネルギー管理マニュアルの目的

Ⅱ−２．エネルギー管理マニュアルの適⽤範囲
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Ⅳ−１．エネルギー管理マニュアルの作成及び運⽤
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Ⅳ−２．エネルギー管理マニュアルの⾒直し
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Ⅶ−１．エネルギー使⽤量の把握
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Ⅶ−２．エネルギー消費原単位の把握
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文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設企画課
　　　〒100-8959　東京都千代田区霞が関三丁目２番２号
　　　 TEL：03-5253-4111（内線 2324）
　　　 FAX：03-6734-3690

問い合わせ先
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